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レルヒ少佐らの指導による
民間スキー講習会の様子（明治45年1月21日）

　

明
治
44
年
（1911

年
）
に
、

高
田
（
現
上
越
市
）
に
ス
キ
ー
技

術
が
伝
来
す
る
以
前
に
も
、
北
海

道
を
は
じ
め
多
く
の
場
所
や
文
献

で
ス
キ
ー
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
広
く
一
般
に
ス
キ
ー
技
術
を

伝
え
た
こ
と
か
ら
、
現
在
上
越
市

が
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
地
と
さ
れ

て
お
り
、
明
治
44
年
１
月
12
日
が

日
本
に
ス
キ
ー
技
術
が
も
た
ら
さ

れ
た
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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元
禄
14
年
（1701

年
）、
航
海

中
に
遭
難
し
、
ロ
シ
ア
に
漂
着
し

た
の
ち
捕
虜
に
な
っ
た
大
阪
商
人

の
伝
兵
衛
は
、
移
送
の
際
歩
く
道

具
と
し
て
ス
ト
ー
（
カ
ン
ジ
キ
の

よ
う
な
ロ
シ
ア
式
ス
キ
ー
）
を
履

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本
人

に
よ
る
ス
キ
ー
の
初
試
乗
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
内
で
の
ス
キ
ー
初
試
乗
者
は
、

山
岳
ス
キ
ー
家
の
河
合
七
郎
で
、

明
治
26
年
（1893

年
）
頃
の
こ

と
で
す
。
河
合
は
「
出
稼
ぎ
で
ロ

シ
ア
に
行
っ
た
漁
民
か
ら
ス
ト
ー

と
い
う
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
を
張
っ
た

ス
キ
ー
を
土
産
に
も
ら
い
、
そ
れ

で
遊
ん
だ
」
と
記
録
し
て
い
ま
す
。

飯
山
で
最
初
の
ス
キ
ー

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
フ
ォ
ン
・
レ

ル
ヒ
少
佐
が
高
田
歩
兵
第
五
十
八

連
隊
に
赴
任
し
、
ス
キ
ー
講
習
会

が
開
始
さ
れ
た
の
が
明
治
44
年

１
月
12
日
（
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の

日
）。
そ
れ
か
ら
約
１
年
後
の
明

治
45
年
１
月
22
日
、
高
田
師
団
の

乙
種
ス
キ
ー
講
習
会
に
参
加
し
た

飯
山
中
学
校
（
現
飯
山
北
高
校
）

教
論
の
市
川
達
譲
ら
は
、
２
台

の
ス
キ
ー
を
購
入
し
飯
山
に
持
ち

帰
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
宕
町
の
妙
専
寺
に
住
ん
で
い

た
市
川
は
、
翌
日
１
月
23
日
に
自

宅
か
ら
ス
キ
ー
を
履
き
、
境
内
の

大
門
の
坂
を
家
族
の
見
送
る
前
で

滑
走
し
、
町
へ
出
て
城
山
へ
登
り
、

中
学
校
側
の
傾
斜
地
を
利
用
し
て

滑
走
し
た
と
手
記
に
書
き
残
し
て

い
ま
す
。

　

城
山
で
の
滑
走
を
終
え
た
市
川

は
、
校
門
前
で
寄
宿
生
な
ど
た
く

さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
と
き
の
心
情
を
「
雪
を

征
服
し
た
嬉
し
き
記
念
と
し
て
、

今
な
お
忘
れ
か
ね
て
お
り
ま
す
。」

と
述
べ
、
そ
れ
ま
で
の
雪
に
よ
る

困
難
な
生
活
か
ら
の
開
放
を
予
感

さ
せ
る
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
出
来
事
が
飯
山
に
お
け
る

最
初
の
ス
キ
ー
で
す
。

ス
キ
ー
行
軍
隊
の
来
飯

　

明
治
45
年
１
月
23
日
、
市
川

達
譲
が
飯
山
に
お
い
て
最
初
の
ス

キ
ー
滑
走
を
行
っ
た
当
日
、
高
田

第
十
三
師
団
に
お
い
て
組
織
さ
れ

た
ス
キ
ー
行
軍
隊
は
、
ス
キ
ー
を

雪
国
に
お
け
る
生
活
用
具
あ
る
い

は
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
各
地
に
普
及

さ
せ
る
べ
く
、
田
口
か
ら
斑
尾
山

麓
を
越
え
大
川
を
通
り
飯
山
中

学
校
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

行
軍
隊
が
ス
キ
ー
滑
走
の
実
演

を
行
っ
た
の
は
翌
日
の
１
月
24
日
、

会
場
と
な
っ
た
片
山
稲
荷
西
北
側

の
斜
面
周
辺
に
は
、
ス
キ
ー
滑
走

を
見
よ
う
と
す
る
群
衆
で
埋
め
尽

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
悪
天

候
の
た
め
数
十
回
の
滑
走
の
み
で

終
了
し
た
と
高
田
新
聞
で
は
報
じ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
ス
キ
ー
実

演
が
、
飯
山
地
方
へ
の
ス
キ
ー
普

及
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
く
、
市
川
達
譲
の
依
頼

も
あ
り
、
同
年
に
は
家
具
職
で

あ
っ
た
小
賀
坂
浜
太
郎
や
伊
村
栄

蔵
が
ス
キ
ー
製
造
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
育
機
関
で
も
敏

感
に
反
応
し
、
特
に
飯
山
小
学
校

で
は
、
翌
シ
ー
ズ
ン
に
は
体
育
授

業
用
の
貸
ス
キ
ー
が
備
え
ら
れ
ま

し
た
。（
次
回
に
つ
づ
く
）

年 主な出来事
元禄14 1701 大阪商人の伝兵衛がロシアでスキー（ストー）を履かされる
文化 6 1809 間宮林蔵が「北蝦夷図説」でスキー（ストー）を紹介
〃 7 1810 中川吾郎治がロシアの捕虜となりスキー（ストー）を履かされる
㍾26 1893 山岳スキー家河合七郎がスキー（ストー）を履いて遊ぶ
〃28 1895 三瓶勝美が札幌郊外江別太で樺太スキーを履く

松川敏胤大尉が日清戦争凱旋時スキーを持参した
〃29 1896 雑誌「小國民」に「スキ」馳け（ジャンプ）が紹介される
〃35 1902 神戸でＰ・オッテセンが取り寄せたスキーを履く

ノルウェー政府からスキーが寄贈
イタリア駐在の蔵田武官からイタリア軍隊スキーが贈られる

〃36 1903 亀岡泰辰が「偕行社記事」でサイ（スキー）を紹介
〃37 1904 青森県野辺地町の野村治三郎がスキー２台を輸入
〃39 1906 英国のＳ.Ａ .デルメラトクリッフがスキーを持って来日
〃41 1908 東京高等師範学校の永井道明がスウェーデンでスキー技術取得
〃42 1909 北海道大学のハンス・コラーがスキーを北大予科生に見せる

北大予科２年山根甚信がスキーを履く
旭川第７師団長上原勇作中将がスウェーデン式と樺太式スキー
を取り寄せる
横浜シーメンス商社のクラッツァーが富士山麓でスキー滑降

〃43 1910 上原中将の贈ったスキーを見本に馬そり屋で２０台製造、北鎮
小学校のスキーがはじまる ストー（露式カンジキ）

「北蝦夷図説」より

日本人とスキーのかかわり（スキー技術伝来前）

「日本スキー・ほんとうの源流」より抜粋

民間スキー講習会の様子（明治45年1月21日）民間スキー講習会の様子（明治45年1月21日）
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長
野
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ス
キ
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伝
来
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飯山に初めてスキーをもた
らした市川達譲の肖像

オーストリアのスキーを参
考に飯山で製造された当
時のスキー
（ふるさと館所蔵）

　

元
禄

111
日
本
ス
キ
ー
発
祥
前
史

ス
キ
ー
を
履
い
た
日
本
人

　

飯
山
の
地
に
ス
キ
ー
が
伝
わ
っ

て
か
ら
１
０
０
年
の
時
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
雪
に
埋
も
れ
る
よ
う
に

生
活
し
て
き
た
先
人
た
ち
は
、
そ

れ
ま
で
の
雪
に
よ
る
閉
塞
感
か
ら

開
放
さ
れ
、
ス
キ
ー
を
通
じ
た
観

光
や
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
発

展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
は
、
ふ
る
さ
と
飯
山
の

発
展
を
願
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
人
々
の
歴
史

が
あ
り
ま
し
た
。

　

飯
山
市
で
は
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
来
年
１
月
を
前
に
、
記
念
イ

ベ
ン
ト
や
ジ
ャ
ン
プ
台
の
整
備
改

修
、
記
念
誌
の
発
行
な
ど
様
々
な

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
飯
山
に
お
い
て
も
、
随
時

情
報
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
さ
ら
な

る
百
年
を
展
望
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。


